
SDGs分科会�
世界は動いている！�
世界の市⺠社会の動き�

2016年5月24日	

今田　克司	
動く→動かす代表	

CSOネットワーク代表理事	
日本NPOセンター常務理事	

 



２０１０年、GCAPによる	
国連総会サイドイベント	



その後、The	World	We	Want	の
スローガンが国連を中心に広まる	



https://www.flickr.com/photos/
jag9889/15433923101 



２００８年、ヨハネスブルクでの	
外国人排斥運動に対抗するマーチ	



２０１２年、リオ＋２０の	
オルタナティブ・サミット	









テーマ別コンサルテーション	
２０１３年ヨハネスブルク	



そして日本でも…	
２００８年洞爺湖サミット	



スタンドアップ	



でも

えて欲しい

スタンド・

います。

学生）

貧困をノックアウト

する気持ちで、これからも

日々の稽古に励みます。

（東京都／空手家）

国連ミレニアムキャンペーンとGlobal Call to Action 

Against Poverty（GCAP）※が推進。

日本ではGCAPの日本版「動く→動かす」が国際連合

広報センター（UNIC）と協力して運営を担いました。

［ STAND UP TAKE ACTIONの運営主体］

※100ヵ国以上に広がる、貧困問題解決を目的とした
世界最大のネットワーク。

主 催

協 力 国際連合広報センター（UNIC）

後 援 外務省、独立行政法人国際協力機構（JICA）、
財団法人日本ユニセフ協会

自身の持つギネス記録を更新し

ました。日本でもプロサッカー国

際試合の協力を得るなどして、参

加者数が飛躍的に増加しました。

ニューヨークに集いMDGsの達成を

振り返ります。達成まであと5年。

貧困の終わりを目指して、

リーダーたちの背中を強く押す

スタンド・アップが必要です。

世界 131ヵ国で 7777のイベント

が実施され、ギネス記録をまたし

ても更新しました。日本では草の

根のイベントが増加しました。

世界一大きな同時アクションとして、

前年比約 1.5倍の参加を集めまし

た。国内では 46都道府県にスタ

ンド・アップの輪が広がりました。

1億 7304万 5325人
（3万 4255人）

1億 1699万 3629人
（2万 2698人）

4371万 6440人
（4万 8205人）

2354万 2614人
（2711人）

スタンド・アップの参加者数
（）内は日本国内における参加者数
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STAND UP 

STAND UP SPEAK OUT

STAND UP TAKE ACTION 

STAND UP TAKE ACTION 







「新たな開発合意」 
（国際開発の新しい規範）	

• 説明責任（アカウン
タビリティー）	

• 透明性	
• 参加	
• 包摂（インクルージ
ョン）	
の４つのキーワード	

ACCOUNTABILITY, TRANSPARENCY, 
PARTICIPATION, AND INCLUSION
A New Development Consensus?

Thomas Carothers and Saskia Brechenmacher

O C TO B E R  2 01 4

CarnegieEndowment.org

B E I J I N G       B E I R U T       B R U S S E L S       M O S C O W       WA S H I N G TO N



•  2015年9月の国連持続可能な開発サ
ミットにおいて2030アジェンダが国連
加盟国の全会一致で採択された。	

•  策定に至る過程で市民社会は広範か
つ勢力的なインプットを行った。 

	
	



•  2016年7月　国連ハイレベル政治フォーラム
（HLPF)開催	

•  フォローアップ・レビュー体制の決定	
• 自発的に手を挙げた22か国が進捗状況を報告	

グローバルなレビュー・プロセス	



２０１６年４月、コロ
ンビア　ボゴタでの 
CIVICUS国際市民
社会週間 



action4sd.org	



together2030.org	



市民が行動する時代	
から	

市民が行動してそれが世界
に反映される時代へ	


